
発 行：北谷公民館 住 所：新潟県見附市名木野町5320
電 話：0258-63-2346 メール：kitakou@city.mitsuke.niigata.jp

2023.2.17
Vol.6

旧石器時代から縄文時代までの遺跡を紹介しながら、
北海道から本州東北部における縄文時代の交流を考えます。

縄文時代の交流 ～新潟県立歴史博物館出前講座～ 参加者募集！

▶日時 3.11(土) 10:00～12:00

▶会場 北谷公民館 2階大集会室

▶定員 一般30名（先着順）

▶講師 宮尾 亨（新潟県立歴史博物館専門研究員）

▶申込 ①北谷公民館へ ☎63-2346

（平日9:00～17:00受付）

②簡単♪ＱＲコードから →

人気講座『てくてくやまあるき』の講師陣が、「これから登山を始めてみたい！」
というみなさんに、登山のキホンを伝授します。
さらに講師が実際に使っている道具を見ることができるので、購入の参考にできます！
もちろん、経験者も大歓迎！シーズン前の道具のカクニンを一緒にしましょう。
登山のシチュエーションや経験談から、道具などの準備の大切さを学んでみませんか？

これから始める登山のキホン ～シーズン前の道具のカクニン～ 参加者募集!

▶日時 3.25(土) 10:00～11:30

▶会場 北谷公民館 2階大集会室

▶定員 一般20名（先着順）

▶講師 日帰り登山を楽しむ会

▶持物 登山道具一式（持っていれば）

▶申込 ①北谷公民館へ ☎63-2346

（平日9:00～17:00受付）

②簡単♪ＱＲコードから →



1/22(日)に、新潟県立歴史博物館へ、見附の

すごいヒスイの見学に行ってきました。『ヒス

イ「県の石」指定記念展示』ということで県内

各地で出土したヒスイ大珠が勢ぞろい!!

さて、見附のヒスイは・・・おっ、いちばん

大きいじゃないですか♪ 長さは10.6cm、色も

形もいちばんキレイ☆

今年度はヒスイが県の石に指定されたことも

あり、紹介される機会がたくさんあったようで

す。これからもっともっと見附のヒスイが紹介

されて、ヒスイといったらコレ！ということに

なったらよいですね。

これから実物をご覧になりたい方は、ぜひ

「みつけ伝承館」へ行ってみましょう！

「探検！ミュージアム」”歴博”に行ってきました！にこにこ
活動報告

見附市教育委員会

ヒスイの豆知識もイロイロと教えてもらいま
した。なかでも感動したのが、暗いところで
光を当ててみると・・・
緑色のものは自然界にたくさんあるけれど、
色や形を保つことができるのはヒスイだけ。
神聖なものとして扱われていたのも納得です。

ぜひ、カラー版の北公かわら版を見てくださ
い！→無料の広報紙アプリ「マチイロ」

↓これは見附のヒスイ大珠ではありません(^^;)

そして、メインイベントの「ヒス

イ色の飾りを作ろう」では大人も交

じって、ねんどをこねこね。さっき

あれほどヒスイを見たのに、色を再

現するのがなかなかムズかしい…

こねたら型にはめて、あとは焼く(!!)

だけ。オーブンねんどだから、焼く

と強度が出るので、アクセサリーと

してちゃんと使えます♪

みなさん、それぞれのヒスイ大珠

ができあがりました！

「繭玉飾り&イゴンコづくり」を開催しました♪にこにこ
活動報告

1/28(土)に繭玉飾りとイゴンコの2つの行事を楽し

みました♪繭玉飾りはミズキの木にねんどを付けて

稲穂になぞらえ、秋の豊作と家内安全を祈願するも

のです。イゴンコは犬の出産のしやすさにあやかり、

安産や子どもの健やかな成長への願いが込められて

います。平成14年に発行された『わがふるさと北谷

の歴史』をもとに風習を学びました。

なんと、
草薙龍が登場しました!!

干支のうさぎ
かわいくできました 💛

マーブル調の繭玉
ステキです♪

あわい黄色の繭玉が
目を楽しませてくれます。


